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ＩＰＣＣ報告とＣＯＰ 日本の課題
-人類の将来がかかっている-
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日本でも世界でも、気候がおかしい

 猛暑日

 スーパー台風

 １時間雨量100ｍｍを超える
豪雨

 斜面崩壊

 極端少雨 山火事
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異常気象の新造語
ゲリラ豪雨 スーパー台風
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広島市斜面崩壊
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カリフォルニア
旱魃 山火事
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気温が高くなるほど、異常気象が重く、広範に
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生命健康への影響
熱中症 ヒトスジシマカ・デング熱
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• 設立 世界気象機関（WMO）及び国連環境計画（UNEP）により1988年に設立された
国連の組織

• 任務 各国の政府から推薦された科学者の参加のもと、地球温暖化に関する科学的・
技術的・社会経済的な評価を行い、得られた知見を政策決定者を始め広く一
般に利用してもらうこと

• 構成 最高決議機関である総会、３つの作業部会及び温室効果ガス目録に関するタス
クフォースから構成

IPCCとは
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IPCC総会

IPCCの組織

気候変化に対する対策（緩和策）についての評価を行う。

第1作業部会（WGⅠ）：科学的根拠
気候システム及び気候変化についての評価を行う。

第2作業部会（WGⅡ）：影響、適応、脆弱性

第3作業部会（WGⅢ）：緩和策

温室効果ガス目録に関するタスクフォース
各国における温室効果ガス排出量・吸収量の目録に関する計画の運営委員会。

IPCC ： Intergovernmental Panel on Climate Change（気候変動に関する政府間パネル）

生態系、社会・経済等の各分野における影響及び適応策についての評価を行う。

共同議長 Dahe Qin (中国)

Susan Solomon (米国)

共同議長 Martin. L .Parry (英国)

Osvaldo. Canziani (アルゼンチン)

共同議長 Ogunlade Davidson (シエラレオネ)

Bert Metz (オランダ)

共同議長 Taka Hiraishi (日本) 

Thelma Krug (ブラジル ) 



IPCC 科学者たちの警告

 １９８８年に、世界気象機関（WMO)と国連環境計画
（UNEP）によって設立

 自ら新しい調査・研究を行うのではなく、既に発表さ
れた論文を評価し、政策決定者に報告。

 １９９０年 第１次
１９９５年 第２次
２００１年 第３次
２００７年 第４次
2013-１４年 第5次レポート（AR5）

３月に横浜で第２作業部会が開催
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水

ＡＲ４ 1980-1999年に対する世界年平均気温の変化（℃）
2 3 41 5℃

沿
岸
域

湿潤熱帯地域と高緯度地域での水利用可能性の増加
中緯度地域と半乾燥低緯度地域での水利用可能性の減少及び干ばつの増加

10-20億人 11億～32億人4-17億人
水ストレス増加
に直面する追加
的人口

両生類の絶滅
の増加

約20～30%の種で
絶滅リスクの増加生

態
系

サンゴ白化
の増加

ほとんどのサンゴ
が白化

広範囲に及ぶサンゴの死滅

地球規模での重大
な(40%以上)絶滅

生態系が影響を受け，陸域生物圏の正味炭素放出源化が進行
～15% ～40%

種の分布範囲の変化と
森林火災リスクの増加

洪水と暴風雨による損害の増加

200万～1500万人0～300万人

毎年に沿岸洪水
を経験する追加
的人口

健
康

栄養失調，下痢，呼吸器疾患，感染症による社会的負荷の増加

熱波，洪水，干ばつによる罹（り）病率と死亡率の増加
いくつかの感染症媒介生物の分布変化 医療サービスへの重大な負荷

食
糧

いくつかの穀物
の減少

いくつかの穀物
の増加

全ての穀物の減少

いくつかの地域で
の減少

穀
物
生
産中高緯度地域

低緯度地域

IPCC(2007)

世界の沿岸湿
地約30%消失

0
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（第5次評価報告書 AR5）

「気候システムの温暖化は疑う余地がない」

「今後、何世紀にもわたって持続する」
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IPCC 今後、どうなるのか？

大気の平均気温
・最大４．８℃
２℃を超える可能性 高い確信度

・極端な高温の頻度が増加、極端な低温の頻度が減少する
ことはほぼ確実。

海水温
・上昇し続ける

降水
・乾燥地帯、湿潤地帯の差、乾季と雨
季の差異が増加。

北極海 海氷域が小さく、薄くなる



日本でも、暑い日の増加、寒い日の減少は確実

本文・図出典：気象庁 (2005) 異常気象レポート

日本の真夏日※1数（上図）と夏季の豪雨日数※2 （下図）の経年予測
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SRESA1Bシナリオに基づいて予測

日数

日数

年

※1 日最高気温30℃以上となる日のこと。

※2 日降水量が100mmを超える日数のこと。

 地球温暖化の進

行とともに真夏日

日数が増える

 夏季において、日
降水量が100mm

を超えるような日
数も地球温暖化
の進行とともに増
加する
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生き物が年に移動できる距離は小さい
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大気中の二酸化炭素の濃度を実測してみると（～1958年）

そこで、二酸化炭素などの排出を減らすための交渉が始まった。



国際政治の動き 京都議定書採択、将来的に、
全球平均気温の上昇を２度未満に止める努力



AR5 二酸化炭素の累積排出量と世界平均気温
の上昇量は、ほぼ比例関係にある

2度未満をとどめるには： 790 GtC

2011年までに排出されたCO2: -515 GtC

残りの排出量枠: 275 GtC

2012年のCO2排出量: 9.7 GtG/yr

今のままの排出を続
けると、あと30年以内
に2度未満達成のレベ
ルは超えてしまう。

喫緊に大幅な削減が
必要
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気候変動 亜熱帯化する日本

 異常気象が地球温暖化によるとは、直ちにはい
えないが、

 ＩＰＣＣ科学は、地球温暖化によって、高温化、極
端現象の頻度、程度が増すと指摘

 産業革命前から平均気温で2℃程度の上昇に留
めるには、地球全体での今後のＣＯ2排出量は
現在の３０年分程度
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15-Oct-14 / 19

各国が誓約した
削減水準

2度未満
44Gt

6〜11Gt

（60〜110億t）

（出所） UNEP (2011) Bridging the Emission 

Gap. UNEP.

２℃には足りない各国の自主削減目標
どの国も目標の深堀が必要

５



世界の中の日本 ３．４％
中国、インドの重み増すが、日本は世界５位
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日本のCO2排出量目標
長期目標（２０５０年・９０年比８０%削減）は維持しているが、
2020年目標 90年比＋3.1％（-25％目標は撤回）

世界から批判されている
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温室効果ガス排出目標「2005年比3.8％減」の意味
＝1990年比4％増

閣議決定した目標
2050年までに80％減

2009年に日本が発表した目標1990年比
25％削減

今回報道された目標
2005年比3.8％減
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